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当院は、1965年に開院以来、精神科医療に加え、高齢者医療、依存症医療を軸に展開してきました。
中でも依存症治療は、現代社会の変化に伴い多様化し、アルコール依存症はもとより、薬物依存症、ギャン
ブル依存症などに備え、各科専門医による集学的な治療体制を整え早期治療を目指しています。若者の
ネット依存症にも対応するべく、ネット・ゲーム依存症専門のこども外来（土曜のみ予約制）を開設しています。
また、認知症疾患医療センターとして指定を受け、関連施設も含めてご本人のみならずご家族への支援体制
も整えています。精神科救急医療から復職支援、物忘れ外来まで、幅広いニーズに応えられるよう尽力して
います。

精神科医療の幅広いニーズに応える

三光病院  理事長 海野　順 先生当院の依存症診療実績（外来）：令和1年～令和6年
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近年は集団での対人交流が苦手な患者（うつ状態、社交恐怖、 
PTSD、発達障害など）が増加していることが背景にあり、アディ
クションリハビリテーションプログラム（ARP）では標準化と個別
性のはざまでの治療者側の悩みがあり、共通プログラムと選択
プログラムによる編成で解決を試みているところでした。
FACEDUOは個別、集団とシーンによって使い分けることができる
のが魅力的でした。また、デイ・ケアプログラムでは、「分かる」
ことと、「できる」ことは違うことを理解し、繰り返しプログラムを
実践することが大事になります。ただいつも同じようなプログラムが多く、飽きられやすいため、利用者の数は減少し
ていました。プログラム内容を変更するにもデイ・ケア職員の工夫だけでは限界があり、誰でも使いやすいVR映像
で体験できるFACEDUOを活用し、マンネリ化することなくプログラムに参加してもらおうと考え、導入しました。
当院での導入事例として、既存のプログラムに追加したり、VRによるメリットを応用的に利用するなど、現在は院内
の多種のプログラムに組み込んでいます。

FACEDUO導入のきっかけ

通常の心理教育プログラムに実践練習として追加

精神科救急病棟の入院患者、デイ・ケア利用者に対して、「こころの教室」と
いう心理教育プログラムを実施しています。多職種が病気、薬物療法、クライ
シスプラン、社会資源について学んで頂けるように実施しています。
クライシスプランは、担当看護師がサポートしながら、退院までに完成させる
ことを目標にしていますが、注意サインに気づいたら、「頓服薬を服用する」こと
は多くの人ができる一方で、症状について誰かに相談することが難しい人が多い
ことが課題にありました。つまり、こころの教室を通して、患者自身が「注意
サイン」を見つけたとしても、退院後、それに気がついたときに、本当に対処行動を取れるのか心配でした。
そこで、通常のプログラムにFACEDUOのコンテンツ「注意サインについて家族と話し合う」「症状の悪化に気づき相談
する」等のコンテンツによる実践練習を追加しました。

ゲーム依存症の家族教室・家族会での活用

当院では、毎週1回ネット・ゲーム依存症回復プログラム（i Swing サポーターガイド）を用いてゲーム依存症の家族
教室・家族会を開催しています。行動変容ステージモデル、ポジティブコミュニケーション、動機づけ面接を取り
入れていますが、プログラムを実施するうえで、下記の課題がありました。

そこで、FACEDUOのコンテンツ「自分の気持ちを伝える」「相手
の気持ちを聞いてから話す」を用いて、リアルな設定で子供への
声かけの練習を行うロールプレイングを取り入れています。

●家族の関わりが大切だと頭で分かったとしても、実際に本人を
前にするとできない。

●自分の声のかけ方が、子どもにはどのような印象を抱かれるのか
想像しにくい。

●ペアになって実践練習をするが、リアル感がない。

症状の悪化に気づき相談する



3～6ヶ月を標準として、復職あるいは転職をめざすリワークプログラムを実施
しています。当初は、適応障害やうつ状態の患者を想定して、プログラム内容を
作成していましたが、 併存症状を有する患者も多く、下記のような課題を感じて
いました。

リワークプログラムでの活用

体験した人の満足度調査では、97.9％が「役に立った」と回答し、95.9％が「また利用したい」と回答しています。
典型的な場面設定があるが故に思い当たるふしを感じ取ること、振り返って幾分か自身の行動に見直しが必要である
ことに気づくなど、VRならではの良さがわかる意見を頂いています。

FACEDUO 体験者の反応

●発達特性の強い患者、社交恐怖などの不安障害をもつ患者が多い。
・積極性が乏しい。
・コミュニケーションが苦手で、面接がうまくできない。
・慣れない職場で、分からないことを上司に聞くことができない。
・嫌な気持ちになっても、断ることができない。
●依存症患者も、十分に理解していない業務を確認しないままにする人がいる。

リワークプログラムでのFACEDUOによる体験 指示された内容について質問する

職場を想定して、デイ・ケア職員が上司役や同僚役をやっても、すでに慣れている間柄のために緊張感がないといった
課題もありました。
FACEDUOの仕事編には、職場の場面を設定したコンテンツが多数あり、「指示された内容について質問する」「仕事
で分からないことを質問する」「誘いを断る」「連絡先を聞かれて断る」などのコンテンツを利用して、実践的なロール
プレイングを実施しています。

2024年7月に実施した FACEDUO 体験者48名に対するアンケート調査

また利用したいか

とても利用したい
91.7%

利用したい
4.2%

無回答4.2%

役に立ったか

非常に役立った
83.3%

あまり役立たなかった
2.1%

役立った
14.6%



本システムは医療機器ではありません。本システムはSSTの実施（トレーニング）を目的としたVRを用いたSST支援プログラムです。

販売 開発・製造

詳しくは公式サイトにて

faceduo 検 索

デイ・ケア利用者の増加に寄与

FACEDUOの導入は、デイ・ケア、家族教室への長期参加者に対してマンネリ化を抑止し、参加者の満足度を
アップ。病棟プログラムでもFACEDUOを使用していることで、退院後にデイ・ケアを導入すると、よりスムーズに
定着しやすくなった印象があります。

FACEDUOは院内の多様なプログラムに活用可能

デイ・ケアを含む外来集団・個別プログラム利用者の推移（当院調べ）

当院は認知症疾患医療センターの機能もあります。2025年1月には、特殊
詐欺被害防止教室（警察との協力による高齢者を対象とした防犯教育）を
実施、FACEDUO認知症ケア支援VRの体験を利用して地域の方や専門職の
方の交流イベントを開催しました。当院に多くの方が集まるきっかけになって
います。
また、認知症ケア支援VRは、認知症カフェや家族会でのイベントのみならず、
スタッフ教育の中で応用行動分析を学ぶきっかけに活用しています。

体験者の声
●特殊詐欺防止教室と認知症ケア支援VRの企画を行うことで、
地域住民が積極的に参加してくださり、認知症への理解が大き
く向上しました。

● VR体験を通じて、認知症患者の視点を深く考えるきっかけが
得られ、支援方法の具体的なイメージが広がりました。

多様な精神科プログラムに疑似体験のFACEDUO
プログラムを活用することで、従来の対面プログラ
ムだけでは対応できなかった実践形式の練習が可
能となり、支援の幅を広げることができました。
また、体験者の満足度の高さがプログラムに継続
して参加するきっかけとなり、デイ・ケアの参加数
の増加にも繋がっています。
2020年にコロナ禍による影響もあり、デイ・ケア
利用者は減少していましたが、2024年には、デイ・
ケアを含む外来でのプログラム参加実績が年平均
成長率26％（対2022年）で増加しています。

デイ・ケア病棟
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